
 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構が 7月 20日に「平成 30 年度第 2回

日本海スルメイカ長期漁況予報」を発表したのでお知らせします。 

【今後の見通し(平成 30年 8月～12月）】 

・今期の全体の来遊量は前年および近年平

均を下回る。 

・道央・道北では前年および近年平均を下

回る。 

・道南・津軽では前年並で近年平均を下回

る。 

・本州北部日本海および西部日本海では近

年同様、漁場が形成されにくい。 

・沖合域では前年および近年平均を下回る。

漁場は、北海道西沖で 8月～11月、大

和堆周辺海域で 11月～12月に形成され

る。 

＊近年は最近 5年間(平成 25年～平成 29年) 

 

 

 

・萩沖表層水温は、8 月上

旬以降、平年よりも高め

～平年並みで推移してい

ます（+1.29～-0.09℃）。 

 

・ 8 月 16 日の水温は

27.7℃で、平年に比べ

0.9℃高めでした（前年に

比べ 0.2℃低め）。 
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萩-見島フェリー「おにようず」による表層水温観測（8 月 3 日～8 月 16 日）

日） 
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